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過剰伐採で砂漠化が進む

2木と同等の使い勝手と供給力をもつ国内の代替品とは
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■世界の森林の現状

● 世界の森林は減少を続けており、毎年330万ヘク タールが減少している。（下記グラフ参照）

およそ1年間に東京都15個分に相当する森林面積が減少していることになる。

● 日本の森林面積の増減はほぼなく、消費している木材の約7割は輸入している。

● 木材の用途の4割は紙であり、日本は中国・アメリカに次いで世界で3番目の大消費国である。

■世界の森林面積の地域別純増減

出典：環境省

■日本の木材需要の構成

■国産材が原料

■輸入材が原料

■輸入製品

主に紙用途

出典：林野庁



竹の有効活用

3国内に活用できる竹はどれくらいあるのか
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■ 竹への期待

■ 非木材グリーン協会認定マーク

出典：環境省

■竹で作られている商品

日本の竹100％で作られたノート
2冊セット￥880（税込）

環境保全に役立てるために、非木材紙を利用した紙
製品を研究開発し、その普及・啓蒙活動を図ること
を目的として設立された協会非木材原料が10％以上
の商品につけることのできるマーク。

日本の竹100％で作られた
MEMO TOWER
￥2,200（税込）

出典：竹紙ラボ 出典：Swings

● 大量不良竹と木材に比べ成長が速く生産サイクルに供給力が期待されている。

● 中越パルプ工業株式会社川内工場は国産の生竹の間伐採からパルプ・紙まで一貫生産体制を確立した。

● 紙製品の相場に比べ価格が高くなってしまう為、需要を作り生産を増やすことでコスト減が図られる。

竹林は小規模分散していて、材質は空洞で固くかさばることから加工費は木材の約3倍かかる。



4代替素材も有限なので偏らない消費を目指す
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■ 放置竹林の現状

■ 伐竹支援例（大分県） ■放置竹林（左）と整備竹林（右）

出典：大分県庁
（令和2年度 森林環境税を活用した「竹林再生事業（優良竹林化）」）

出典：京都府

十分な竹材確保には国内の放置竹林の整備を要する

● 国内の竹林面積は約16万ヘクタール。1ヘクタールあたり約5千～1万本の竹が生えている。

● 有効利用は限定的であり、現状はすべての木材需要に応えられない。

● 生産者の高齢化やプラスチック製品の普及などが整備課題となり放置竹林が多い。

● 放置竹林は周囲の森林に侵入し光を遮ることで他の植物を弱らせてしまうため、行政やNPO法人が

整備支援に乗り出している。
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■ 毎年世界から消える森林の面積

＝

参考

東京都
15個分

11年後に
日本消滅のペース
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